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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

⼋⾊しいたけ FG袋130g
グランプリ内定

品質が⾼く、コストパフォーマンスもよい

SNSはあまり活⽤されておらず、更新されていないよう

地下⽔を⽤い、芽数制限による栽培の⼯夫が品質を⾼めている

⽔質検査など品質管理がきちんとしている

しいたけ特有のえぐみや匂いが少ない
ジューシーで⾹り豊か、こくと旨味が広がる
サブタイトルは、商品特徴をとらえていてわかりやすい

⼋⾊についての説明やストーリーがあると良い
パッケージにサブタイトルや⼋⾊のストーリーを⼊れてほしい
他のしいたけとはっきりとした差別化がわからない

やや味に濃厚さが⾜りない気がする

⽣産者の声が直接聞ける仕組みがあると良い
「⼋⾊しいたけ」と「しいたけ家族」の中⾝の違いが判らない

⾁厚で⾷べ応えがあり、⾼い満⾜感がある

第92回（2025年10⽉）

4%

点数は85点以上の銀賞相当から、90点以上のグランプリ相当に分
布し、総合評価94点でグランプリ評価となりました。ジューシー
で⾷べ応えのある⾁厚のしいたけは、満⾜感が⾼いと⾮常に評価
が⾼く⾼得点につながっています。アンケートでは、商品に興味
がある・買ってみたいという意⾒が多く、コストパフォーマンス
の良さに興味があることがわかります。ネーミング等については
若⼲の弱さが⾒られますが、全体的に⾼評価を得ています。
ｎ
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美味しさ分析レポート1

⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

カサの表⾯は艶のある濃い茶⾊
中と軸は⽩に近い薄い茶⾊

透明感はないが、カサ表⾯に艶感
あり

カサは濃い茶⾊
中側・軸は薄い茶の極端な濃淡

袋ごとで135ｇ
⼤〜⼩６個のしいたけ

カサの厚さ2〜3㎝、厚くて奥⾏き
があり存在感がある

しいたけ特有の⼟のような⾹り

森で育った豊かな美しいキノコの
⾹り

ジューシーで柔らかな⾷感を思わ
せる⾹り

ふるふると⼝で踊るキノコの⾹り

つるっとしっとりしたキノコの⾹
り

カサは⾁厚で重厚、ころんとした
フォルムが美しい様⼦

まず袋ごと⼿に取ると、130ｇとは思えない重量感があり、⼊っている⼤⼩のコロンと⾁厚なしいたけの
ビジュアルが重厚感をまとっています。袋を開けるとしいたけのほんのりとした⾹りが漂いますが、それ
ほど強くはなく、広葉樹チップの⾹りなのか森の良い⾹りに癒されます。⼤⼩6個のしいたけは、きゅっ
と締まりコロンとしたカサが⾁厚でとてもおいしそうです。それぞれの⼤きさはバラバラで、重さ約14ｇ
直径約6.5㎝、重さ約23ｇ直径約7.5㎝、重さ約24ｇ直径約7㎝、重さ約22ｇ直径約8㎝、重さ約23ｇ直径
約8㎝、重さ約26ｇ直径約10㎝でした。サイズのばらつきは⼤きいですが、⼀番⼤きなシイタケは⾮常に
⽴派で、このサイズのものがそろっていれば⼗分贈答品などにも使えると感じる品質です。カサの割れや
開きはなく、カサの中のひだも⽩く美しく揃っています。審査会では丸ごと茹でて塩とオリーブオイルで
いただきましたが、この⾁厚なしいたけなら、いろいろな料理に使ってもおいしくいただけるのではない
かとワクワクしました。早く⾷べたいと期待感が膨らみました。

しいたけそれぞれ、⼀つ14〜26ｇ
直径6.5cm〜10㎝
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

ほとんどない

しいたけ特有の苦み・えぐみはあ
まりない
かみしめると旨味がじゅわっとあ
ふれ出てくる
噛むとキノコの優しいほのかな⽢
みを感じる
ほとんどないが野菜に感じるミネ
ラルの淡い塩味

ジューシーでほのかな⽢みのある
キノコの旨味

あまり強くない森のようなしいた
けのかおり

しっとりした優しい⾆ざわり

しっかり⾁厚で弾⼒のある柔らか
さ
⽣でもしっとりした感覚。⽕を⼊
れるとジューシー

粘性はほとんどない

⽕を通すとつるっとした⾷感

ジュワ・しこっ・つるっ

まずは、審査会と同じ調理法で丸ごと茹でて塩とオリーブオイルでいただきました。この調理法でしいたけを
⾷べたのは初めてでしたが、シイタケの旨味が良くわかり、⻭ごたえの良さやつるっとしたのど越しが楽しめ
美味しくいただけました。シイタケの旨味を味わうには最適で、多くの消費者にこの調理法を伝えたいと思い
ました。しいたけ特有の匂いやちょっとえぐいような味はあまり感じず、幅広い年代の⼈が楽しめると思いま
す。カサが⾁厚で、噛むとジュワッと美味しさが広がり、しこしこした⾷感とつるっとしたのど越しは、⼀般
的にスーパーで買うカサのうすいか弱いしいたけとは⼀線を画しており、⼗分満⾜感を得られるしいたけでし
た。昨今は、ビーガン⾷で⾁を⾷さない⼈も増えていますが、そんな⼈たちにも喜ばれるのではないかと感じ
ました。他の調理法で、⾁詰め、アヒージョも試しましたが、アヒージョは茹でるよりもさらにコクが感じら
れ、⾒栄えもするのでおもてなしにも最適だと思います。⾁詰めは、⾁厚のしいたけでしか味わえないような
旨味と⾷感が⾁の旨味と⼀体になり、美味しさが凝縮された逸品ができました。唐揚げやてんぷらなどもきっ
とおいしくできるだろうと感じ、多くのポテンシャルを持ったしいたけだと感じます。

⼝の中でしこしこつるっと踊るよ
うな楽しさ
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

噛むごとに旨味があふれ、キノコの豊かな⾹り、滋味深い後味
が残る

天然⽔で育つおいしいキノコが育まれる、⾃然豊かな南⿂沼の
情景を思い描かせる

これほど満⾜感のある⾁厚のしいたけは⽇常ではあまり⾷べる
機会がなく、品質の良さが際⽴つしいたけに出会えた貴重な経
験

コストパフォーマンスもよいので、⽇常的にも⾷したい⼀品
多くの⼈が⼿に取る機会があると良い

五味 評点
酸味 1
苦味 1
うま味 5
⽢味 3

塩味 1

広義の味 評点
懐かしい味 4
落ち着く味 5
満⾜感のある味 5
安⼼感のある味 4

⾼級感のある味 4

五感 評点
視覚 5
聴覚 2
触覚 5
味覚 4

嗅覚 2
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

⾁厚でジューシーな⾷感は、普段スーパーで買うしいたけとは⼀線を画しており、圧倒的な存在感が五感に
強く訴えかけてくるようです。噛むとあふれる旨味は⾵味良く、⾷べ応えがあります。いつも脇役というイ
メージのしいたけですが、調理法によっては⼗分に主役になり満⾜感を与えてくれます。味や⾷感に関して
は、審査員の中でも⾮常に評価が⾼かった⼀⽅、栽培に関する情報や地域性などはもっとストーリー性をア
ピールできるのではないかとの意⾒が⽬⽴ちました。

農産物は加⼯品と違い、情報発信の広報活動だけでの訴求は難しいこともあるのではないかと思います。やはり、
試⾷してもらうのがまずは⼀番わかりやすいので、イベントへの参加・試⾷会などPR活動などをされているとの
こと、ぜひ続けてほしいと思います。パッケージからQRコードで誘導されるHPは取り組みやレシピ等情報が豊富
で読みごたえがある⼀⽅、SNSはあまり活⽤されていないようで残念です。広葉樹を使った菌床やトキの森プロ
ジェクトなど、消費者に伝えることはたくさんあると思います。活⽤の幅は広げられると感じます。

年間を通し、⾼品質のしいたけが安定した価格で継続供給されるのは消費者として嬉しく思います。どんこ
などの⼲ししいたけは⾼級品というイメージが強く、品質の良いしいたけは⼿が出ないと感じている消費者
も多い中、この品質でコストパフォーマンスの良い⼋⾊しいたけは、知れば多くの消費者が⾷べたいと思う
はずです。菌活などで若い層もキノコ類に注⽬している⼈も増えていますし、訴求対象である中⾼年層も納
得の品質であると思いますので、広報等通して市場拡⼤を⽬指すことも可能かと思います。

「厚いにもほどがある」のサブタイトルは、商品特徴を良く表しており、インパクトがあります。しかし商品
パッケージには記載がないことが⾮常に惜しいと多くの指摘がありました。「⼋⾊」が地域名であることは東北
以外ではなじみが少なく、何を指す⾔葉なのかわからないこともあるのではないかと推察します。地域名である
こと、そのストーリーなどをパッケージに⼊れると南⿂沼の⼋⾊で作られているという特⾊が際⽴つのではない
でしょうか。また、「⼋⾊しいたけ」と「しいたけ家族」の中⾝の違いが判らないという指摘もありました。

「厚いにもほどがある」のキャッチコピー通り、その⾁厚でジューシーな品質と、製造⽅法のこだわりがブラン
ディングの柱だと思います。特に今の時代、菌床や地下⽔の検査やこだわり、JGAP認証などの品質と安⼼へのこ
だわりは、商品⾃体の品質と同じくらいの価値を呈することができると考えます。しかし現在はこの情報は、お
おむね事業協同組合のHPでしか確認できないのではないかと推察し、とてももったいないと思います。⽣産者の
⽅々のご苦労や喜びなどと共にもっと発信することで、ブランドの⼤きな柱になるのではないでしょうか。

多くの審査員が、安全管理や衛⽣管理は安⼼できると評価しています。トレーサビリティ・農薬検査なども
実施されており細かいところで努⼒されていることが消費者の信頼につながっていると思います。「国産安
⼼きのこ認証」やJGAPの認証印などがパッケージに記載があり、購⼊時の消費者の安⼼材料になっていると
感じます。お客様窓⼝の設置と第三者認証の取得で、さらなる安⼼感・信頼を得られるのではないかとの審
査員の意⾒が多くありました。
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95%

90%

94%

89%

91%

97%

各要因は89％〜97％の⾼い⽔準で分布し、全体的にバ
ランスの良い⼤きな六⾓形となりました。
「内部的要因」95％、「素材・安全性」97％と特に評
価が⾼く、⾼い品質のしいたけであること、安全・衛⽣
管理に対ししっかり対応されていることなど、このしい
たけのブランドの根幹ともいえる項⽬が⾮常に⾼い評価
を得ています。
「外部的要因」90％、「ブランディング要因」89％と
なりましたが、品質の良さ、安全性など⾼い評価を得た
ことを、どんどん消費者に向け発信し、ブランドとして
育てていくことに注⼒していただく指標としていただき
たいと思います。

まずはじめに、「量は⼒、品質は信頼」を合⾔葉に、栽培の環境や⽅法にこだわり、しいたけづくりに真摯に
向き合い、⾼品質なしいたけを作る貴社に⼼より敬意を表します。
当該商品「⼋⾊しいたけ FG袋130g」は、⾁厚でジューシー、滋味のある旨味と弾⼒のある嚙み⼼地やつ
るっとした⾷感が⾷べやすく、幅広い年齢層に受け⼊れられる⾼品質なしいたけです。「厚いにもほどがあ
る」のキャッチフレーズ通り、カサの厚みとコロンとした⾒た⽬が美しく⾼級感も感じます。品質はまさに
ジャパンフードセレクションのグランプリにふさわしいものです。また、安⼼・安全にこだわる栽培⽅法であ
り、消費者としてはこれに勝る安⼼感はありません。そして現在の社会では組織に対し、地球環境や地域の⾃
然に配慮した運営が求められますが、化⽯燃料を使わずにCO2を削減する、廃菌床は堆肥にして⼟に返す地域
循環型農業、カーボンオフセットのトキの森プロジェクトへの参加などの取り組みで、企業としての責任を果
たすべく努⼒されており、消費者として⼤いに応援したいという気持ちにさせてくれます。⼋⾊しいたけのブ
ランディングの中核をなすのは、もちろんしいたけの⾼い品質もありますが、もう⼀つは、このような企業の
意識の⾼さ、社会での責任を果たしていこうという気概の持ちようではないかと感じます。昨今はこのような
企業の取り組みを⾒ている消費者は、企業側が思うより意外にも多いのではないでしょうか。ですからこの部
分を⼤いにアピールすべきだと思うのです。HPはとても整っていて⾒やすいものですが、どのくらいの消費者
が⾒ているでしょうか。パッケージには誘導のQRコードもありますが、せっかくSNSのアカウントがあります
ので⼤いに利⽤し、情報の発信をどんどんするべきかと思います。⽣産者の⽅は11組ほどいらっしゃるようで
すので、SNSはそれぞれが⾃由に発信できるようにし、⽣産者の様⼦・栽培の様⼦・取り組みの様⼦などぜひ
消費者に届けてはいかがでしょうか。そのような情報を待っている消費者もいると思います。今後も⼋⾊しい
たけがますます多くの⼈の⼿に取られることを願い、貴社の発展をお祈りいたします。
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